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〈幼稚園健康〉 

進んで体を動かすことを楽しむ幼児の育成 

―多様な動きのある運動遊びと環境構成の工夫― 

 

うるま市立具志川幼稚園 教諭 久 高 圭 乃 

    

Ⅰ テーマ設定の理由 

  社会環境や生活様式の変化から、現代の幼児は体を動かして遊ぶ機会が減少している。幼児にと

って、体を動かして遊ぶ機会が減少するということは、体力・運動能力の低下だけでなく運動・ス

ポーツに親しむ資質や能力の育成の阻害、意欲や気力の減弱、対人関係などコミュニケーションを

構築できないなど、子どもの心身の発達にも影響を及ぼすと考えられる。  

平成 30 年度幼稚園教育要領が改訂され、その中心となるものが幼稚園教育において育みたい資

質・能力及び「幼児期の終わりまでに育って欲しい姿」である。その一つの「健康な心と体」にお

いては「幼稚園生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働かせ、

見通しをもって行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる」とある。幼児期に育まれ

た自ら健康で安全な生活をつくり出す姿は、小学校においても時間や空間に見通しをもって進んで

生活しようとする姿や伸び伸びと行動する姿、あきらめずに粘り強く取り組む姿につながっていく

と示されている。幼児が自分の興味のあることに取り組んだり、伸び伸びと体を動かして活動した

りすることで楽しさや充実感を味わうことが、小学校へのつなぎとしても大切であると考える。  

本学級の「家庭生活」に関する調査で「お子さんは体を動かして遊ぶことが好きですか」という

質問に「好き」と答えた家庭が 100％だが、平日の主な遊びでは公園やボール遊び等の「戸外遊び」

と答えた家庭が 19％、既製の玩具や端末を使った遊び等の「室内遊び」と答えた家庭が 81％であっ

た。静的活動が多い背景には、「共働きのため子どもとかかわる時間が少ない」「近所に思い切り体

を動かして遊べる場所がない」などの理由が考えられる。このような現状から、幼児が体を動かす

遊びを中心とした身体活動を幼稚園生活の中で保障する必要性を感じる。本学級の幼児は、体を動

かすことが好きで鬼ごっこやリズム遊び等を楽しむ幼児がいる。一方で、朝からだるさを訴えたり、

体力が続かずすぐ疲れたと言ってくる幼児、室内遊びを好み戸外で体を動かして遊ぶことに対して

消極的になったりする幼児もいる。 

私自身のこれまでの保育を振り返ってみると、運動遊びへの興味・関心が高い子に焦点をあてた

活動が中心になりがちで、体を動かす遊びが消極的な子には満足感や、達成感を十分味わわせるこ

とが足りないという課題があった。そこで、本研究では、園生活において多様な動きを経験できる

遊びを取り入れ、幼児の興味・関心に沿った活動の充実や環境構成の工夫、個に応じた声かけや援

助を行うことで、進んで体を動かすことを楽しむ幼児の育成につながるのではないかと考え、本テ

ーマを設定した。 

 

Ⅱ 研究目標 

  多様な動きのある運動遊びや環境構成と援助の工夫をすることで、進んで体を動かすことを楽し

む幼児の育成を目指す。 

 

Ⅲ 研究仮説 

 １ 基本仮説 

   園生活の遊びの中で、興味をもって運動遊びに取り組むような環境構成を工夫することで、体 

を動かすことに充実感や満足感を味わい、進んで体を動かすことを楽しむ幼児が育つであろう。 
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２ 具体仮説 

(1) 園庭や遊戯室を活用し、固定遊具や運動遊具を使った遊びを工夫することで、多様な動きを 

身につけ体を動かす楽しさを味わえるであろう。 

(2) 幼児の興味や発達に応じた運動遊びを取り入れ、援助を工夫することで、どの子も体を 

動かして遊ぶ楽しさを体得するであろう。 

 

Ⅳ 全体構想図 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

研究仮説 
  園生活の遊びの中で、興味をもって運動遊びに取り組むような環境構成を工夫することで、体を動かすことに充実感や満 

足感を味わい、進んで体を動かすことを楽しむ幼児が育つであろう。 

 

今日的教育課題 
△生活様式の多様化 
△遊ぶ機会や場の減少 
△インターネットやゲーム機の普及による室
内遊びの増加 

△運動能力の低下（幼児期運動指針の策定） 

幼児の実態 
〇進んで好きな遊びに取り組む子が多く活発で
ある。 

〇集団遊びの中でイメージを共有し遊ぶことが
できる。 

△体を動かして遊ぶ意欲に差が見られる。 
△自分の思いを伝えることが苦手である。 

目指す幼児像 

〇自ら体を動かして遊ぼうとする子 

〇多様な動きを身につけ、体を動かす気持ちよさを感じる子 

研究テーマ 

進んで体を動かすことを楽しむ幼児の育成 

～多様な動きのある運動遊びと環境構成の工夫～ 

理論研究 
〇幼稚園教育において育みたい資質・能力
について 

〇健康とは 
〇環境とは 
〇遊びとは 
〇幼児期運動指針の概要について 
〇多様な動きが経験できる運動遊びとは 
〇運動遊びに関する年間計画 

本研究の進め方のイメージ 

検証 

〇検証保育  〇仮説の検証 
〇検証方法 
・保育を録画した映像をもとに遊びに取り組む幼児
の行動、発言を観察する 

・遊びの前後に子どもたちから意見、感想を聞く 
・体を動かすことに消極的な幼児の変容をみていく 

具体仮説（１） 
園庭や遊具室を活用し、固定遊具や運動遊具を使っ 

た遊びを工夫することで、多様な動きを身につけ体を
動かす楽しさを味わえるであろう。 

 

具体仮説（２） 
幼児の興味や発達に応じた運動遊びを取り入れ、援助

を工夫することで、どの子も体を動かして遊ぶ楽しさを
体得するであろう。 

 

教師の援助 
・幼児の内面理解 
・幼児を環境につなげる関わり 
・意欲的な取り組みになる言葉かけ 
・満足感や達成感が得られるような言葉かけ 

環境構成 
・幼児が安心して過ごせる場作り 
・十分に遊ぶことのできる時間や場の保証 
・興味・関心に応じた環境 
・進んで体を動かしたくなるような環境 

指導の実際 

自己肯定感

・認められ、褒めら

れる経験

・できるようになる

成功体験

考える力

・次々に挑戦する課

題があること

・競い合うことの楽

しさ体験

コミュニケーション能力

・運動遊びを通した仲

間関係の構築

・ルールや遊び方を自

分たちで考え、創造

する

楽しく体を動かす
「時間」の確保 

「多様な動き」と 
さまざまな遊び 

「発達の特性」
に応じた遊び 

進んで体を動かす子 
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Ⅴ 理論研究 

１ 幼稚園において育みたい資質・能力、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿とは 

  (1) 幼稚園教育において育みたい資質・能力とは 

     幼稚園においては生きる力の基礎を育むため、幼稚園教育要領第１総則の第１に示す幼稚園

教育の基本を踏まえ、図１に掲げる資質・能力を育てることが大切である。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 幼稚園において育みたい資質・能力 

   (2) 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿とは 

    幼稚園教育要領の第２章に示すねらい及び内容に基づく活動全体を通して資質・能力が育ま 

  れている幼児の幼稚園修了時の具体的な姿であり、教師が指導を行う際に考慮するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児期に育まれた自ら健康で安全な生活をつくり出す姿は、小学校においても、時間や空間

に見通しをもって進んで生活しようとする姿や、様々な場面で主体的に伸び伸びと行動する姿、

あきらめずに粘り強く取り組む姿につながると考える。 

 ２ 幼稚園教育における健康 

 (1) 健康について 

     心身の健康に関する領域「健康」においては〔健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活 

   をつくり出す力を養う〕ことを目的とし、ねらいには次の３つが掲げられている。  

① 明るく伸び伸びと行動し、充実感を味わう。 

② 自分の体を十分に動かし、進んで運動しようとする。 

③ 健康、安全な生活に必要な習慣や態度を身に付け、見通しをもって行動する。 

生涯を通じて健康で安全な生活を営む基盤は、幼児期に愛情に支えられた安全な環境の下で、

心と体を十分に働かせて生活することによって培われていくものである。  

    健康な幼児を育てることは、単に身体を健康な状態に保つことを目指すことではなく、他者

との信頼関係の下で情緒が安定し、その幼児なりに伸び伸びと自分のやりたいことに向かって

取り組めるようにすることが大切である。 

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

①健康な心と体 ②自立心 ③協同性 ④道徳性・規範意識の芽生え ⑤社会生活との関わり 

⑥思考力の芽生え ⑦自然との関わり・生命尊重 ⑧数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 

⑨言葉による伝え合い ⑩豊かな感性と表現 

「環境を通し
て行う教育」
を基本として

育てる 

三つの資質・
能力を一体的
に育むように

する 学びに向かう力、人間性等 
心情、意欲、態度が育つ中で、 
よりよい生活を営もうとする。 

 
知識及び技能の基礎 

豊かな体験を通じて、感じたり、
気付いたり、分かったり、できる
ようになったりする。 

 
思考力、判断力、表現力等の基礎 

気付いたことや、できるようになった
ことなどを使い、考えたり、試した
り、工夫したり、表現したりする。 

遊びを通しての 
総合的な指導 

「健康な心と体」 

幼稚園生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働かせ、見通し

をもって行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。  
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また、充実感や満足感を味わうようにすること、進んで体を動かそうとする意欲などを育て

ること、自分の体を大切にしたり、身の回りを清潔で安全なものにするなどの生活に必要な習

慣や態度を身に付けていくことが大切である。 

    (2) 領域「健康」と教師の役割 

   ① 教師自身が楽しむ 

      体を動かす遊びにおいては、遊びを生み出すきっかけはそれを伝承する「人」となる。実  

  際に楽しそうに体を動かして遊んでいる仲間や教師の動きがモデルとなり、子どもの意欲を  

  引き出す。教師の魅力的な動きは、子どもを動機づけるのに極めて重要である。また、子ど 

  もの「面白い」「楽しい」という気持ちに共鳴できるように心を柔軟にすることも大切である。  

 ② 教師の援助 

      教師の役割として最も大切なのは、子ども 

    がどのような遊びに興味・関心をもっている 

        のか、そして、そこにどのよう面白さを感じ 

   ているのかを見極めることである。穐丸武臣 

    （2003）は、「運動遊びの楽しさには階層性 

    （図２）があり、これらの各段階で人とのか 

   かわりが付加されると楽しさが倍増される」 

   と述べている。幼児の興味・関心を捉え、幼 

   児同士が関わり合いながら遊びが展開できる 

   ように各階層に沿った教師の援助が必要だと 

      考える。そこで、図２の「運動遊びの楽しさの      図２「運動遊びの楽しさの階層構造」 

      階層構造」を参考に、幼児期の遊びに取り入れ、 

      教師の援助として表１にまとめた。 

表１ 運動遊びの楽しさの階層に合わせた教師の援助 

運動遊びの楽しさの階層 教師の援助 

感覚・運動の楽しさ ・教師も一緒に遊び、ともに楽しむ場を作る 

できる楽しさ 
・助け合う、励まし合う場を作る 
・受け入れられ、認められる場を作る 

わかってできる楽しさ 
・成長を紹介する場を作る 
・楽しく挑戦する場を作る 

課題発見―解決の楽しさ 
・話し合い、考える場を作る 
・課題解決し、楽しく挑戦する場を作る 

  ３ 幼稚園教育における環境 

  (1) 環境について 

  環境とは幼稚園教育要領第１節「幼稚園教育の基本」において、「幼児期の教育は，生涯にわ  

たる人格形成の基礎を培う重要なものであり、幼稚園教育は，学校教育法に規定する目的及び 

   目標を達成するため、幼児期の特性を踏まえ、環境を通して行うものであることを基本とする」 

   とある。 

 柴崎正行、若月芳浩（2009）は、環境は教師や子どもなどの人的環境、施設や遊具などの物 

 的環境、更には自然や社会の事象などがある。園はこうした人、物、場などの環境が相互に関  

 連し合い、子どもの生活が豊かなものとなるよう、子ども自ら環境に関わり、自発的に活動し、

様々な経験を積んでいくことができるよう配慮すること。と述べている。そのためには、充実

感や満足感が味わうことができるように、工夫と配慮を凝らした環境を整えていく必要がある

と考える。 

 (2) 環境構成について 

 幼稚園教育は「環境を通して行う教育」が基本である。幼稚園教育要領解説によると、「環境 

できる楽しさ

感覚・運動の楽しさ

人
間
関
係 

（
友
達
） 

わかってできる  

楽しさ  

課題発見ー解決  

の楽しさ  
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を構成するということは、物的、人的、自然的、社会的など、様々な環境条件を相互に関連さ 

せながら、幼児が主体的に活動を行い、発達に必要な経験を積んでいくことができるような状

況をつくり出すことなのである」とある。幼児の周囲にあるものすべてが環境になり、幼児は

好奇心や探求心をもって主体的に関わり、自分の生活や遊びに取り入れていくことを通して発

達していく。このため、教師は幼児の豊かな体験を目指して、意図的、計画的に環境を構成す

ることが大切と考えられる。 

 (3) 領域「健康」と環境構成 

 領域「健康」は、健康な心と体を養うことを目指した領域であるということから、環境から  

の影響を考慮しないわけにはいかないと考える。仙田満（1992）は「子どもの遊びには、自然 

スペース、オープンスペース、道スペース、アナーキースペース、アジトスペース、遊具スペ  

ースの６つの原空間が必要だ」と述べている。その理論を踏まえて、園における幼児期の子ど  

もの遊びに必要な空間は、自然豊かな空間、ルールのある運動遊びやボール遊びなどを可能に  

するオープンな空間、イメージをもった遊びを展開するときに必要な「遊びの拠点」となるよ 

うな空間、個々の幼児なりの挑戦を可能とする固定遊具の空間が必要で、子どもの興味・関心 

に即したものになるように、環境構成を考える必要があると考える。  

 ４ 幼児期の遊びとは 

 (1) 遊びとは  

 保育用語辞典によると、遊びとは「子どもにとって生活そのものであり、子どもは日々の遊 

びの中でさまざまな経験をする。子どもの育ちにおいて遊びが重要であるとくり返されている 

ことの背景には、それによって経験されることが幼児の成長発達に欠かせないものであるとい  

う理解があるためである。自分の興味に基づき自発的に展開する活動としての遊びにおいて、 

物的にも人的にも多様なかかわりをもつことは心身の調和のとれた発達の基礎となり、また総 

合的な発達が期待できる」とし、幼児期における遊びの位置づけを行っている。 

 また、幼稚園教育要領解説第１章１節３―（２）では、遊びの本質について「遊びは遊ぶこ 

と自体が目的であり、人の役に立つ何らかの成果を生み出すことが目的でない。」とあり、「幼 

稚園における教育は、遊びを通しての指導を中心に行うことが重要である」と示されている。 

このことから、子どもが興味を持って自発的に遊ぶことそのものが、子どもにとっての内面の  

充実や自己充実に深くかかわる、かけがえのないものであると考える。  

 (2) 遊びを通した総合的な指導について 

 子どもの行う活動や遊び一つをとっても、そこには保育内容の領域でいえば、様々なものが

関係し絡み合っているといえる。幼稚園教育要領解説第章１節３－（２）②総合的な指導にお

いて「幼児期には諸能力が個別に発達していくのではなく、相互に関連し合い、総合的に発達

していくのである」とあり、「遊びを通して総合的に発達を遂げていくのは、幼児の様々な能力

が一つの活動の中で関連して同時に発揮されており、また様々な側面の発達が促されていくた

めの諸体験が一つの活動の中で同時に得られているからである」と示されている。遊びが総合

的であるとは、幼稚園教育要領の５領域が遊びの様々な面を構成しているからである。このこ

とから、幼児が遊びを展開する中で、総合的な発達を促すためには様々な領域の側面から捉え、

幼児の主体性を大切にしながら、適切にかつ総合的に指導をしていかなければならないと考え

る。 

 (3) 遊びにおける教師の役割  

 幼児期は、身近な大人との間に信頼関係を結び、幼児自らの主体性を培っていく時期である。 

 また、幼児期は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な時期でもあることから、毎日を過 

 ごす幼稚園での身近な大人である教師の存在は、心身の発達に大きな影響力をもつ。幼児は幼 

 稚園において、教師との信頼関係をよりどころとしながら、他児との友達関係を形成し、「遊び」 

 を中心とした活動に取り組むようになるのである。教師の役割として、岸井勇雄・無藤隆・柴 
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 崎正行（2009）は、「主として、子どもと一緒に遊んだり、子どもが困難を抱える場面での援助  

  を行ったりするなど、子どもに対する直接的なかかわりと、子どもの興味・関心を喚起するよ 

  うな物や場所をつくったり、子ども同士のやりとりに保育者がかかわらず見守ったりするなど 

  間接的なかかわりがある」としている。また、幼稚園教育要領解説第１章指導計画の作成上の 

  留意事項（７）教師の役割においても、「幼児の主体的な活動を促すためには、教師が多様なか 

  かわりをもつことが重要であることを踏まえ、教師は理解者、共同作業者など様々な役割を果 

 たし、幼児の発達に必要な豊かな経験が得られるよう、活動の場面に応じて適切な指導を行う 

 ようにすること」として、教師の役割に関して次の４つの視点が示されている。  

  ① 活動の理解者としての役割 

 ② 幼児の共同作業者、幼児と共鳴する者としての役割 

 ③ 憧れを形成するモデルとしての役割 

 ④ 遊びの援助者としての役割 

 このように教師には、幼児一人一人の特性を理解し、興味・関心を捉え、活動の幅を広げたり、 

 遊びが豊かになるような保育実践をしていく必要があると考える。  

５ 幼児期運動指針の概要について 

(1) 幼児期運動指針の背景と意義について 

      幼児期運動指針（平成 24 年 3 月策定）が作られた背景には、子どもの体力低下問題がある。 

      幼児期からの運動習慣をとおして、体力・運動能力の基礎を培うとともに、様々な活動への意 

      欲や社会性、創造性を育むことを目指し、幼児期運動指針が策定された。 

    (2) 幼児期運動指針について 

   ① 幼児は様々な遊びを中心に、毎日、合計 60 分以上、楽しく体を動かすことが大切。 

② 幼児期運動指針のポイント 

   ア 多様な動きが経験できるように様々な遊びを取り入れること  

  イ 楽しく体を動かす時間を確保すること 

  ウ 発達の特性に応じた遊びを提供すること 

(3) 幼児期の運動の意義 

幼児は心身全体を働かせて様々な活動を行うので、心身の様々な側面の発達にとって必要な

経験が相互に関連し合い積み重ねられていく。このため、幼児期において、遊びを中心とする

身体活動を十分に行うことは、多様な動きを身に付けるだけでなく、心肺機能や骨形成にも寄

与するなど、生涯にわたって健康を維持したり、何事にも積極的に取り組む意欲を育んだりす

るなど、豊かな人生を送るための基盤づくりとなることから、次のような様々な効果が期待で

きる。 

① 体力・運動能力の基礎を培う 

      幼児期は、神経機能の発達が著しく、タイミングよく動いたり、力の加減をコントロール

したりするなどの運動を調整する能力が顕著に向上する時期である。この能力は、新しい動

きを身に付けるときに重要な働きをする能力であるとともに、周りの状況の的確な判断や予

測に基づいて行動する能力を含んでおり、けがや事故を防止することにもつながる。幼児期

に運動を調整する能力を高めておくことは、児童期以降の運動機能の基礎を形成するという

重要な意味を持っている。 

   ② 丈夫で健康な体になる 

      幼児期に適切な運動をすると、丈夫でバランスのとれた体を育みやすくなる。特に運動習

慣を身に付けると、身体の諸機能における発達が促されることにより、生涯にわたる健康的

で活動的な生活習慣の形成にも役立つ可能性が高く、肥満や痩身を防ぐ効果もあり、幼児期

だけでなく成人後も生活習慣病になる危険性は低くなると考えられる。また、体調不良を防

ぎ、身体的にも精神的にも疲労感を残さない効果があると考えられる。  
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③ 意欲的に取り組む心が育まれる 

       幼児にとって体を動かす遊びなど、思い切り伸び伸びと動くことは、健やかな心の育ちも 

    促す効果がある。また、遊びから得られる成功体験によって育まれる意欲や有能感は、体を 

    活発に動かす機会を増大させるとともに、何事にも意欲的に取り組む態度を養う。  

   ④ 協調性やコミュニケーション能力が育つ 

      幼児期は、多くの友達とかかわりながら遊ぶことを通して、ルールを守り、自我を抑制し、

コミュニケーションをとり合いながら協調・協働、特にルールのある遊びやスポーツなどは、

社会性を育てる契機を与え、また、体を動かして遊ぶことは、爽快感や達成感を味わいなが

らのストレス発散にもつながる。 

⑤ 認知的能力の発達にも効果がある 

      運動を行うときは状況判断から運動の実行まで、脳の多くの領域を使用する。すばやい方

向転換などの敏捷な身のこなしや状況判断・作戦などの思考判断を要する全身運動は、脳の

運動制御機能や知的機能の発達促進に有効であると考えられる。幼児が自分たちの遊びに合

わせてルールを変化させたり、新しい遊び方を創り出したりするなど、遊びを質的に変化さ

せていこうとすることは、豊かな創造力も育むことにもつながる。  

 (4) 幼児期の運動面における発達 

     幼児期は、神経系の発達が著しく、図３のスキャモンの 

 発達曲線からも分かるように５歳までに成人の 80％にまで 

 発達する。よって、この時期は、様々な神経回路が形成さ 

 れていく大切な時期であり、多様な運動を経験させること 

 で、脳の配線化が進み調整機能、記憶、運動機能が発達す 

 る。したがって、基本的動作の習得に適しており、この基 

 本的動作を繰り返し行うことで動作が洗練化され、スムー 

 ズな動きができるようになってくる。 

 (5) 幼児期の動きの獲得の考え方 

    幼児期は、生涯にわたって必要な多くの運 

 動の基となる多様な動き（表２）を幅広く獲 

 得する非常に大切な時期である。この時期に 

   は、日常生活や遊びの中で、いろいろな動き 

を経験することで、基本的な動きのレパート 

リーやバリエーションが拡大していく（動き 

の多様化）。さらに、その獲得した動きを繰 

り返し行うことで、無駄な動きや過敏な動き 

 が減少し、動きが上手になっていく（動きの 

 洗練化）。 

 ６ 多様な動きが経験できる運動遊びとは 

   杉原隆、河邉貴子（2014）は「多様な動きの体験は子どもの発意としての活動である遊びのな 

かで保障されるものであり、保育において、子どもが体を動かしたくなるような環境の構成をす

ることは極めて重要である」と述べている。幼児が興味や関心を持って繰り広げていく遊びや活

動などを、身体諸機能の発達の視点から捉え直し、幼児が十分に全身を動かし、その心地よさが

味わえるようにすること。固定遊具にも幼児の遊びに応じて工夫を加えたり、様々な動きを引き

出せるような遊具や用具の配置、幼児の動線を予想した場の構成にも気を配る必要がある。  

  

体のバランスを
とる動き 

・立つ ・座る ・転がる 
・起きる・ぶら下がる  
・回る ・寝ころぶ 

体を移動する動
き 

・歩く ・走る ・跳ぶ  
・這う ・跳ぶ ・すべる  
・登る 

用具などを操作
する動き 

・持つ  ・蹴る ・運ぶ  
・投げる ・こぐ ・押す  
・引く 

表２ 幼児期に経験する基本的な動きの例 
「幼児期運動指針ガイドブック」文部科学省(2012) 

 

図 3 「スキャモンの器官列発育曲線」 
Scamon(1930) 
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 (1) 好きなものになりきって遊ぶ中で 

    忍者やアニメの主人公になって鬼ごっこをしたり、修行をしたりして遊んだり、いろいろな

動物になってのびのびと表現したりする。このような遊びの中で、ジャンプする、登る、伸ば

す、避けるなど、多様な動きを経験し獲得することができると考える。  

 (2) 音楽に合わせて遊ぶ中で 

    リトミックやリズム遊び、ダンスなど音楽に合わせて体を動かしたり、のびのびと表現しな

がら、楽しく多様な動きを経験できると考える。 

 (3) 遊具で遊ぶ中で 

    大型積み木、巧技台、マット、縄、フープ、ボールなどを使用して遊ぶ中で、操作したり、

バランスをとったり、力加減をコントロールしたりする。また、友達と一緒に作ったり、片付

けたりする中で、持ち上げたり、バランスよく運んだりするなど、多様な動きの経験につなが

る。さらに、構成の仕方を工夫し様々な動きにつなげ、難易度を上げることで達成感や充実感

も味わえると考える。 

 (4) 固定遊具で遊ぶ中で 

    滑り台や雲梯、鉄棒等の遊具を使った遊びは、高度なバランス感覚、安全に身をこなす能力

などの調整力が養われる。布やゴムなどを加えることで様々な遊びが生まれ、多様な動きが引

き出される。また、技を示したイラストを掲示したり、色の違うビニールテープをつけること

で〇色まで頑張ろうという挑戦意欲がかき立てられると考える。 

 (5) 身近な物を使って遊ぶ中で 

    新聞紙、ペットボトル、ゴムなどを使って手作りの遊具を作って遊んだり、自分たちで遊び

方やルールを決め、集団遊びやゲームなどを展開していく。このような遊びを通して、友達と

のかかわり方や、ルールを守る大切さなども経験し、学んでいくと考える。
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７ 運動遊びに関する年間指導計画 

本研究では、これらの内容を土台にして、多様な動きが経験できる運動遊びの保育実践を通し、進んで体を動かすことを楽しむために有効な環境

構成や援助の在り方を探っていきたい。

発達過程 
 

３歳児 ４歳児 ５歳児 

・全身を使って、自然や様々なものと関わったり、友達
と一緒に遊んだりすることを楽しむ時期 

・基本的な運動機能（またぐ・蹴る・投げる・引っ張る・
転がる・ぶら下がる）が伸び、全身運動や指先を使っ
た遊びができる時期 

・教師や友達と一緒に体を動かしたりして遊んだり、
様々な活動に進んで取り組む時期 

・運動量の多い遊びやバランスのとれた運動に挑戦する 
 時期 

・全身運動が滑らかになるとともに、手や指の動きは細
やかになる。また、友達同士で知識を生かし創意工夫
しようとしながら、自信や安定感をもって活動し、充
実感を味わう時期 

・友達と一緒に感じたこと、想像したことを発展させな
がら運動遊びをする時期 

ね
ら
い 

Ⅰ期 
4~5 月 

〇教師と一緒においかけっこをしたり、気に入った遊具
で遊んだりして、体を動かすことを楽しむ。 

〇教師や友達の動きを見て、同じように体を動かして遊
ぶ楽しさを味わう。 

〇友達と体を動かして遊ぶ心地よさやルールのある遊
びの楽しさを感味わう。 

Ⅱ期 
6~8 月 

 

〇固定遊具や巧技台を使って遊ぶことで、いろいろな体
の動きを楽しむ。 

〇プール活動や水遊びを通して水に親しむ。 

〇用具や遊具の使い方を知り、組み合わせて遊ぶ楽しさ
を味わう。 

〇プール活動や水遊びを通して、水の中での動きを楽し
む。 

〇用具や遊具の使い方がわかり、活用したり工夫したり
して遊ぶ楽しさを味わう。 

〇プール活動や水遊びを通して、全身を使って遊び解放
感を味わう。 

Ⅲ期 
9~12 月 

〇教師や友達と一緒に挑戦遊びに取り組む楽しさを味
わう。 

〇自分なりの目標をもって、積極的に体を動かして遊ぶ
楽しさを味わう。 

〇いろいろな挑戦遊びに取り組む中で、体をおもいきり
動かす心地よさを味わう。 

〇自分なりの目的をもっていろいろな挑戦遊びに取り
組み達成感や充実感を味わう。 

〇競いあったり応援しあったりして、全身を動かして遊
ぶ楽しさを味わう。 

Ⅳ期 
1~3 月 

〇教師や友達と一緒に簡単なルールに沿って体を動か
して遊ぶことを楽しむ。 

〇友達と一緒に簡単なルールのある遊びを楽しむ。 
〇友達と積極的に体を動かす遊びに取り組み、競い合う
楽しさや、ルールをつくってみんなで遊ぶ充実感を味
わう。 

主
な
運
動
遊
び
【
☆Ⅳ

期
ま
で
継
続
す
る
遊
び 

★
時
期
に
あ
っ
た
遊
び
】 

Ⅰ期 
4~5 月 

☆固定遊具（ブランコ・滑り台・アスレチック遊具）     （雲梯・登り棒）  

☆鉄棒（ぶら下がる・上がる・下りる） （足抜きまわり・ぶたの丸焼き・ふとんほし・つばめ） （前まわり・こうもりさがり・逆上がり・地球まわり） 

☆集団遊び（オオカミさんいま何時・だるまさんがころんだ等）    （ハンカチ落とし・しっぽとり等）  

☆鬼ごっこ（一人鬼・影踏み鬼等）        （色鬼・高鬼・氷鬼・増やし鬼等）        （助け鬼・バナナ鬼・島鬼等）  

★ふれあい遊び ★園庭散策 ☆大型積み木等                                             

 

Ⅱ期 
6~8 月 

 

☆身近な素材を使った遊び（微細運動等）                                                   

☆巧技台（はしご・滑り台・階段・ビーム・平均台・とんねる等）                                        

★水遊び ★ボディーペインティング                                                             

 

 

 

Ⅲ期 
9~12 月 

 

★運動会ごっこ（ダンス・玉入れ・綱引き・かけっこ・エイサー等）                    （リレー）  

 

 

 

 

Ⅳ期 
1~3 月 

 

☆ボール遊び（下投げ・上投げ・両手投げ）     （円形ドッジボール・転がしドッジボール）     （ドッジボール・サッカー）  

★プール活動（カニ歩き・ 
顔を洗う・フープトンネル等） 

 
 

 

（ワニ歩き・ロケットジャンプ・ 
水中電車・水中じゃんけん等） 

 

 

（顔つけ・バタ足・体を浮かせる等） 
 

 

☆挑戦遊び｛ぽっくり・けんぱ・フープ（グー

パー・両足跳び）・長縄（跳ぶ・またぐ・跳

び超える）｝※縄は床に置いたまま遊ぶ。 

 
 
 

 

竹馬・短縄（前跳び）・フープ（まわす・ 

電車ごっこ）・長縄（跳び越える・くぐる・ 

またぐ・郵便屋さん・大波小波） 

 
 
 

 

ホッピング・短縄（走り跳び・後ろ跳び・ 

交差跳び）・長縄（入り込み跳び） 

長

縄（入り込み跳び）｝ 
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Ⅵ 指導の実際 

 １ 検証保育Ⅰ 

    (1) 活動名 「冒険へ行こう」 
    (2) ねらい 

   ① さまざまな運動遊具に関わり、体を動かして遊ぶ楽しさを味わう。 

   ② 自分なりに動きを工夫し、のびのびと体を動かす運動遊びを楽しむ。 

   (3) 活動設定の理由 

    幼稚園教育要領「健康」のねらいでは、「明るく伸び伸びと行動し、充実感を味わう自分の 

体を十分に動かし、進んで運動しようとする」と示されている。幼児が体を十分に動かしたり、 

楽しんで取り組むには、動線に配慮した環境を工夫することで興味を持ち、自分なりに考え工 

夫したり、繰り返したりしながら体を動かす楽しさや充実感を味わい、次への意欲につながる 

と考える。 

     そこで、子どもたちが試してみたくなるような運動遊びの環境を子どもたちの興味・関心に

添いながら一緒に作ることで、運動遊具に関わり、のびのびと体を動かして遊ぶ楽しさを味わ

えるであろうと考え、本活動を設定した。 

   ① 幼児の実態（省略） 

② 教材観 

     本活動は、おもに、健康の内容「（２）いろいろな遊びの中で十分に体を動かす」「（３） 

    進んで戸外で遊ぶ」「（４）様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む」を組み合わせて構成 

    している。幼児が興味を持って運動遊びに取り組むような環境を工夫することで、体を動か 

    すことに充実感や満足感を味わい、体を動かして遊ぶ楽しさを体得していくことが大切であ 

    ると考える。自分達で考えを出し合って作った遊びの場では自分なりに動きを工夫し、のび 

    のびと体を動かして遊ぶ楽しさを味わうことができるのではないかと考える。 

   ③ 指導観 

  本時において、幼児のもつこれまでの運動遊びに対する苦手意識にとらわれることなく、 

 運動遊具を活用しての遊び方、多様な動きを知り、体を動かす楽しさを味わうことができる 

 活動となるように計画していく。そのために「冒険へ行こう！」では、「くぐる・はう・跳ぶ・ 

 ぶらさがる」など体を動かして遊ぶ活動を取り入れることで興味・関心をもち、意欲的に遊 

 べるよう以下のような援助を行う。 

 ア 友達と環境を作る場面では、冒険のイメージを大切にしながら、一人一人のつぶやきや  

  思いを受け止め、幼児の発想、工夫などに共感する。 

  イ 友達と相談しながら遊びを進める様子を見守り、頑張って挑戦している姿を捉えて楽し  

  さや喜びに共感したり、さらに意欲が湧くような声かけをしたりしていく。  

   ウ 体を動かして遊ぶことに苦手意識のある子には、特に配慮をし、これまでと比べて変容  

   している点や挑戦しようとしている姿を見逃さずに認め、褒め、自信につなげる援助をす  

   る。 

  エ 活動後の振り返りでは、動きの工夫が見られた幼児を紹介したり、一人一人の姿を認め 

   たりすることで、自信につなげられるような場にしていく。 

    (4) 保育計画 

 
月 日 
保育活動 

◎ねらい 
（場所） 

◇教師の援助☆環境構成 
〇幼児の姿●反省、課題 

１ 
 

11 月 11 日（水） 
新聞紙で遊ぼう 
・身近な素材を使って様々な
動きを楽しむ。 

①新聞紙ランナー 
②投げてキャッチ 
～２人ペアになる～ 
③転がしてキャッチ 
④投げてキャッチ 

◎身近な素材（新聞紙）
を使い、体を動かす
楽しさを味わう。 

（遊戯室） 
◇一人一人の動きを把握し、
新しい動きが見られた時
は、周りの子にも知らせ
る。 

◇遊びの様子を見ながらレ
ベルアップし、多様な動き
が経験できるようにする。 

◇ペアになる遊びは、声をか

〇子どもたちから、「上に
投げる」「前に投げる」
「転がす」「落とす」とい
う動きのキーワードを
出すことができた。 

●振り返りの時に、子ども
たちから出てきた動き 
を紹介することできな 
かった。子どもたちの
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⑤寝転んでよける けあい、相手のことを考え
て力加減をコントロール
できるような声かけをす
る。 

動きを予想して、時間
配分をし、進めていく。 

 
２ 

11 月 13 日（金） 
縄・フープで遊ぼう 
・縄やフープを使って様々な
動きを楽しむ。 

【縄】※縄は伸ばして床に置
く 

①縄の方を向いて跳ぶ 
②横にジャンプして縄を跳ぶ 
③前後にジャンプして縄を跳
ぶ 

④少し高くして①～③に挑戦
する 

【フープ】 
①フープダウン 
②フープくぐり 
③フープなわとび 
④転がしキャッチ 
⑤フープ送り 

◎縄やフープを使った
運動遊びで、いろい
ろな動きを知る。 

 

（園庭） 
◇縄やフープを使った様々
な動きを楽しみながら、縄
やフープに興味や意欲が
高まるような声かけをす
る。 

◇一人一人の発達の過程に
合わせて遊びの内容を工
夫していく。 

◇動きがぎこちない子の側
でアドバイスをしたり、一
緒にやってみたり、個の発
達に応じた援助を行う。 

☆広さに合った人数で遊び
を進める。 

☆安全面には十分配慮しな
がら、遊びが楽しめるよう
にする。 

 

〇子どもたちからレベル
アップの技（片足フープ
くぐり）が出た。３人１
組としたことで考えを
出し合うことができた
ようである。 

〇何回か繰り返していく
うちに動きが安定して
いく姿が見られ、子ども
たちも動きを体得し楽
しんでいた。 

●経験させたい動きがで
きず活動の計画に無理
があった。幼児の生活の
流れや、姿を捉えて活動
を進めていく。 

 
３ 

11 月 16 日（月） 
冒険会議① 
絵本「アブナイかえりみち」
で導入 

・グループで１つ運動遊具の
種類を決める。 

・コース作りをする。 

◎自分達の考えを出し
合って、遊び場を作
る楽しさを味わう。 

（教室） 
☆絵本を導入として活用し、
運動遊びの環境を子ども
とともにつくることで興
味、関心が高まるようにす
る。 

☆材料を準備し、使いやすい
ように配置する。 

◇互いにアイディアを出し
合ってコース作りができ
るよう援助を行う。 

〇絵本からイメージを広
げることができたよう
で、全員興味を示すこと
ができ冒険ごっこの話
し合いに発展すること
ができた。 

●何をしたらよいのか他
児を傍観している子も
いるので、教師の援助と
してグループ内でイメ
ージを共有する必要が
ある。 

 

 
４ 
 

11 月 17 日（火） 
冒険会議② 
・コース作りをする。 

◎自分達の考えを出し
合って、遊び場を作
る楽しさを味わう。 

（教室） 
◇友達と一緒に作る楽しさ
を味わえるようにする。 

◇幼児の発想や思いを受け
止め、認めたり褒めたりし
ながら、興味・関心が高ま
るようにする。 

〇グループ内でイメージ
を共有する場を作った
ことで、アイディアを出
し合う姿が見られた。 

〇「早く続きをやりたい」
という声が聞こえたり、
積極的に取り組んだり
姿が見られた。 
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11 月 18 日（水） 
11 月 19 日（木） 
冒険会議③・④ 
・コース作りをする。 
・コースのネーミングをす
る。 

◎自分達の考えを出し
合って、遊び場を作
る楽しさを味わう。 

（教室） 
◇自分達でコース作りが展
開できるように援助する。 

〇前日に、コース名を考え
ることを投げかけたの
で、話し合いはスムーズ
にできていた。 

〇個々の考えを出し合い、
キーワードとなる言葉
をくっつけあってコー
ス名を考えていた。 
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11 月 24 日（火） 
冒険会議⑤ 
・コースを設置する。 
・明日の活動への思いを発表
する。 

◎本時への活動に見通
しをもちながら遊び
を楽しむ。 

（園庭） 
◇本時への期待の高まりに
共感する。 

 
 

〇どのようなコースにな
るのか期待感をもって
話を聞いている子が多
かった。 

〇コースを設置する時に
は、イメージしたことを
伝え、友達同士で相談し
ながらコースを準備し
ていた。 

〇「早く冒険に行きたい」
という声が聞こえた。 

〇振り返りの際、挑戦して
みたい動きや、目標とす
る動きが言葉で出てき
たので、本時への期待の
高まりが感じられる。 
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11 月 26 日（木） 
冒険へ行こう！ 
・本時 

◎さまざまな運動遊具
に関わり、体を動か
して遊ぶ楽しさを味
わう。 

◎自分なりに動きを工
夫し、のびのびと体
を動かす運動遊びを
楽しむ。 

（園庭） 
☆喜んで取り組み、達成感や
満足感を味わえるようカ
ードとシールを用意する。 

◇頑張っている姿や工夫し
ている姿を認め、他の幼児
に知らせていく。 

◇一人一人の動きを把握
し、認め合う場面を捉え
互いに共感しあって遊べ
るように援助する。 

〇ほとんどの子が、時間を
かけて挑戦している様
子が見られる。（特に自
分で作ったコースは何
回も挑戦している子が
多い） 

●１グループだけが全部
のコースを回ることが
できなかった。遊ぶ時間
を設定すると、全コース
回ることができたので
はないか。 

 
9 

12 月 4 日(金) 
また冒険へ行こう！ 
・余韻を味わい、友達や異年
齢と一緒に動きを工夫して
遊ぶ。 

◎友達や異年齢と一緒
に冒険ごっこを楽し
み、満足感や充実感
を味わう。 

（教室・遊戯室） 
◇作ったコーナーで、ルール
を守りながら、運動遊びに
挑戦する姿がみられた時
には褒める。 

◇新しい動きがみられた時
は、他の幼児にも知らせて
いく。 

◇友達や異年齢と一緒に体
を動かす楽しさを共有し、
満足感や充実感が味わえ
るようにする。 

〇自分達が考えた遊びの
場ということで、異年齢
に動き方を教えたり、手
を差し伸べて励ましの
声をかけたりする場面
が見られた。 

〇前回と同じ動きではな
く、新たな動きのアイデ
ィアを出して遊ぶ姿が
見られた。 

  (5) 本時の展開 

   

指導案（本時の展開） 

令和 2 年 11 月 26 日（木）うるま市立具志川幼稚園 1 組 27 名（男児 13 名 女児 14 名）保育者 久高 圭乃 

幼児の姿 

・戸外では興味のある運動遊びに進んで関わる子、しっぽとりゲームや鬼ごっこを楽しむ子もいるが、運動的
な遊びに対し苦手意識を持っている幼児もいる。 

・室内では、製作遊びを通して自分のイメージを表現したり、友達が作っているものを真似たりして思い思い
に製作を楽しむ姿が見られる。 

ねらい 
◎さまざまな運動遊具に関わり、体を動かして遊ぶ楽しさを味わう。 
◎自分なりに動きを工夫し、のびのびと体を動かす運動遊びを楽しむ。  

活動仮説 
 自分達の考えを出し合って構成した運動遊びの場において、幼児の思いを受け止め、意欲がわく言葉かけや、
自分の力に応じて試したくなるような環境構成にすることで、のびのびと体を動かして遊ぶ楽しさを味わうこ
とができるであろう。 

時間 〇予想される幼児の活動 ☆環境構成 ◇教師の援助 🌼評価項目 

 

 

 

9:15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:00 

 

10:20 

 

 

 

〇教師の話を聞く。 

 

〇リズムにあわせて踊る。 

 

 

 

〇三人一組になりコースを回

りながら運動遊びに挑戦す

る。 

 

〇自分ができそうな動きを考

えたり、教え合ったりしなが

ら遊ぶ。 

 

 

 

 

〇楽しかったこと、工夫した動

き、難しかったこと等発表す

る。 

〇片付けをする。 

☆各コーナーで必要な物を事前に準備しておくこ

とで、遊びの中でイメージできるようにする。  

◇前日までの活動を振り返り、イメージを共有して

今日の遊びへの意欲につなげていく。 

◇十分に体をほぐしながら、活動への期待を高めて

いけるようにする。 

◇安全面の配慮事項を確認し、守れるようにする。 

☆３人組の構成は、友達関係の読み取りや予想され

る関わりを基に予め教師が行う。 

☆喜んで取り組み、達成感や充実感が味わえるよう

に、カードやシールを活用する。 

☆スタート地点をグループごとに設けることで、待

ち時間を作らないようにする。 

◇「挑戦したい！」という思いを大切にして、どの

ように体を動かすとよいか動きのポイントを伝

えたり、補助したりする。 

◇危険な動きになっていたり、遊び方が雑になって

いたりする幼児には、個別に声をかけて安全に遊

べるよう配慮していく。 

◇その子にとってやってみたくなる状況や方法を

工夫する。 

◇幼児の「先生、見て」の言葉に丁寧に応え、でき

た喜びに、認めや共感の言葉をかけていく。 

◇幼児の工夫した動きや、頑張りを認め、自信や意

欲につながるようにする。 

 

 

 

🌼興味・関心をもって教

師の話を聞いている

か。 

 

 

 

 

🌼喜んで活動に参加し

ているか。 

 

 

 

🌼自分なりに考えて体

を動かしているか。 

 

 

🌼友達の動きに刺激を

受けて、運動遊びに挑

戦しているか。 

 

 

評価 
・運動遊具を使って、のびのびと体を動かして遊ぶ楽しさを味わうことができたか。 
・自分なりに動きを工夫し、体を動かす運動遊びに取り組むことができたか。  
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（6） 環境構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

遊び 
「子どもたちが考えたネーミング」 

（基本動作の種類） 

 
☆環境構成のポイント ❤動きの工夫（多様な動き） 

①鉄棒 
（立つ・ぶらさがる・つかむ） 

☆鉄棒の技を表示することで挑戦意欲を高める。 
❤ぶら下がりダンス・足だけブランブラン・ナマケモノごっこ・スズメ
さんひとやすみ・前まわり・おふとんほし・足抜きまわり・逆あがり 

②トンネル 
「暗いけどまっすぐ進んでね」 
（はう・くぐる） 

☆出入口にスズランテープをつけたり、トンネル内外に装飾を加えた
りして雰囲気作りをする。 

☆動きの工夫を表示することで、多様な動きが経験できるようにする。 
❤犬歩き（手と両膝をつける）クマ歩き（膝はつけず手の平と足裏をつ
ける）ワニ歩き（手の平とお腹をつける） 

③ぽっくり 
「ジャンプ ぽっくり」 
（歩く・引く） 

☆コースの周りに障害物を置き雰囲気作りをする。 
❤ジグザクラインやストレートラインを書く 

④平均台 
「マグマに気をつけろ上にも何かいる

よ」 

（渡る） 

☆サイドに障害物を置き雰囲気作りをする。 
❤障害物を置く 
❤片足１０秒ポーズ 

⑤的あて 
「だんご虫ボールでクモをとばしてね」 

（投げる・当てる） 

☆距離を長くしたり、的やボールの大きさを変えたりし、幼児が自分で
考えて徐々にレベルアップできるようにする。 

❤距離のバリエーション 
⑥短縄 
（跳ぶ） 

❤跳べない子は、縄を地面に置いて横跳びや、前後跳びをする 

⑦雲梯 
「何回でもチャレンジできるよウキ

ウキコース」 

（つかむ・跳ぶ・ぶらさがる） 

☆途中に障害物をさげたり、数字を表記したりすることで目標が持て
るようにする。 

❤進めない子は、ぶらさがったり、着地点にジャンプしたりする。 

⑧けんぱ 
「よけて進もう何がいるかな」 
（跳ぶ） 

☆けんぱ（ミニフープ）に装飾をすることで雰囲気作りをする。 
❤片足けんぱやグーパーで進む。 

⑨フープ 
（立つ・振る・跳ぶ・転がす） 

❤まわすことができない子は跳んだり、転がしたりする。 

 ２ 仮説の検証（検証保育Ⅰ） 

(1) 具体仮説１の検証 

 

 

   ① 固定遊具や運動遊具を使った遊びの工夫 

ア クラス全員で体を動かす遊びに取り組めるよう、遊戯室ではフープや縄、新聞紙を使っ 

 た遊びを段階的に取り入れ、いろいろな動きを経験できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

✿子どもたちは、冒険カード
を持ってサーキットになっ
ている各コーナーで遊ぶ。 

✿挑戦するとカードにシール
を貼っていく。 

 園庭や遊戯室を活用し、①固定遊具や運動遊具を使った遊びを工夫することで、②多様な動き

を身につけ体を動かす楽しさを味わえるであろう。 

短縄ジャンプ 

新聞紙ボール投げ フープくぐり 

③ぽっくり ①鉄棒 ②トンネル ④平均台 

⑤的あて ⑥短縄 ⑦雲梯 ⑧けんぱ ⑨フープ 
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イ 幼児と一緒に遊びの場を作り、「冒険へ行こう」とストーリー性を取り入れ、自然に挑 

 戦することのできるサーキット形式の環境を構成したり、興味が持てるようコースのネ 

 ーミングを考え、オリジナルの表示を作成したりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 雲梯には、目標が持てるように数字の表記をし、鉄棒、短縄ではレベルアップできる技

の表示、的当てやぽっくりでは距離のバリエーション、とんねるやフープでは挑戦意欲が

高まるよう動き方の表示を工夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ② 多様な動きを身につけ、体を動かす楽しさを味わう 

      本時の活動で経験した多様な動きは 12 レパートーリーあり、幼児の考えた動きや遊び方 

を認め褒めたことで、幼児は自分なりに動きを工夫して新しい動きを発見する姿が見られた。 

また、友達と一緒に挑戦したり、教えあったり、協力したりする場面を大切にし、楽しさ

や心地よさを共感することで「もう一回やってみよう」という幼児同士の会話や、繰り返し

挑戦する姿が見られた。振り返りの時間に「平均台でハイハイをして進んだことが楽しかっ

た」「次も、友達と一緒に全部挑戦したい」等、友達と楽しさを共感しあう声も聞こえた。 

                 表３ 幼児が考えた多様な動き 

遊びの種類 本時の活動で幼児が考えた多様な動き 

ぽっくり 小走り・横向き・ジャンプ 

平均台 片足けんけん・はいはい・横歩き・片足１０秒ポーズ・ジャンプ  

雲梯 横進み・一本とばし 

けんぱ 一個とばしけんけん 

フラフープ 手足で回す・片膝をつけて回す・複数使用して回す・くぐる・転がす  

 

 

 

 

どの技に 
挑戦しようかな 

うまくできた！ 

オリジナルの表示 

レベルアップや動きの工夫ができる表示 

遊びの場を一緒に作る 
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(2) 学級全体の考察 

    幼児が考えた遊び場なので、傍観したり途中で諦めたりすることなく自分のペースでいろい 

ろな動きに挑戦することができた。繰り返し動きを試すことで、徐々に動きのぎこちなさが減

少し、力加減やバランス感覚がよくなり、自分で新しい動きを考え挑戦する姿が多く見られる

ようになったと考えられる。幼児が遊びたくなるような環境を整え、相談しながら遊びの場を

作っていくという手立てが、幼児の主体的な活動を促すことに効果的だった。 

幼児の考えた動きや遊び方を教師が認め、褒めたことで動きを自分なりに工夫することによ 

って、新しい動きを発見し、その動きや基礎となる感覚を獲得していったと思われる。このこ 

とから、多様な動きが身につき、「動く楽しさ」から「動ける楽しさ」へと変化し、さらなる意

欲につながったと考えられる。 

(3) 幼児への聞き取り調査の結果と考察 

今回、検証前の10月と１回目検証後の12月に「幼 

   稚園で楽しい遊びは何ですか？」という質問を行っ 

た。検証保育前は、ブロック遊びや虫捕りと答えた 

子が10名だったが、検証後は２名だった。その他の 

子は鉄棒や雲梯などの固定遊具、短縄やフープの運 

動遊具を使っての遊びが楽しいと答えた。「冒険へ 

行こう」の取り組みが、体を動かすきっかけとなり 

幼児の「挑戦してみよう」という意欲を刺激し「で 

きた」ことを実感することで「もっと記録を伸ばし    図４ 幼児への聞き取り調査 

たい」という気持ちが生まれる過程があったと考え     

られる。その結果、運動の回数が増え体を動かす楽しさを味わっているものと考えられること

から、環境構成は効果的であることが分かった。 

(4) 抽出児の考察 

本研究においては特に抽出児３名に視点をあて、遊びに取り組む行動や発言を観察しながら

変容をみていく。 

（Ａ児）園での遊びや活動に興味・関心はあるものの、間違えや失敗を恐れ、不安を口に出す

ことが多い。運動遊びへ取り組む姿も見られない。 

（Ｂ児）自分が好きな遊びや活動には取り組むが、興味のないものには関心が薄く参加しない

こともあり、運動遊びにはまだ興味を示していない。友達と適切に関わることができず

一人で遊んでいることが多い幼児。 

（Ｃ児）周りの反応に対して過敏で、自分の思いを素直に表現することができない。運動遊び

に苦手意識を感じている幼児。 

 

 

片足 10 秒ポーズ！ 

次 は 僕 も あ

の 動 き 方 に

挑戦しよう。 

横から進むこと
もできるよ！ 

転がして 

くぐって 

みよう！ 

9
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幼稚園で楽しい遊びは何ですか

検証前 検証後

友達と一緒に

挑戦中！ 
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  抽出児の様子 教師の援助・教師の思い  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育実践１  11月11日（水） 「新聞紙で遊ぼう」から 
A児・・・新聞紙を使っての遊びということで興味を示している様

子。上投げ、下投げの両方を試している姿を認めると、
遊びが進むにつれ笑顔も見られた。 

B児・・・新聞紙ボールの奪い合いでトラブルになったが、続けて
遊びに参加してほしいと思い、他のボールを渡すと気持
ちを入れかえ、その後も遊びを進めることができた。 

C児・・・動きがぎこちないが、友達の動きを見て、真似していい
よと声をかけると、繰り返し試す姿が見られた。 

【変容】  
 一斉活動であったため、Ａ児とＢ児は参加できたと考え
られる。 
 トラブルが起きたＢ児は、新聞紙ボール遊びに興味をも
って参加していたので、遊びを続けることができた。 
Ｃ児は動きに自信がなさそうであったが、教師や友達の

動きを真似てみるよう促したことで、最後まで参加するこ
とができた。 

保育実践２  11月13日（金）「縄やフープで遊ぼう」から 
A児・・・「できないから、やりたくないな」という声が聞かれたの

で「今日は誰にでもできる新しい遊び方だよ」と安心できる
ような声をかけると、説明時に興味をもって聞いていた。そ
の後の遊びも、笑顔が見られ友達と動きを楽しんでいた。 

B児・・・今日もみんなと一緒に最後まで参加してほしいという思い
から、遊び方についての説明の時に、フープ遊びの見本を見
せる担当にした。グループの友達の動きを見ながら一緒に挑
戦する場面が見られた。その後の遊びでは、意図した動きが
できず戸惑いの声が聞こえたが、友達の言葉を素直に聞き入
れ、協力して動きを楽しんでいた。 

C児・・・横跳びや前後跳びができると言ってグループの友達と嬉し
そうに笑っていた。教師が「うさぎさんみたいな跳び方だね」
と声をかけると何回も跳んで見せた。 

 

【変容】 
 普段とは違う運動遊具の使い方や、遊び方なので、
苦手意識を感じることなく参加できた。 
 意図的にB児のいるグループに見本を見せてもらっ
たことで、自信となり意欲が出てその後の活動にも参
加することができた。 
 C児の嬉しい気持ちを読み取り、他児に伝えたこと
で共感してもらうことができ、何回も挑戦する姿が見
られた。 

保育実践３・４・５・６・７   
１１月１６・１７・１８・１９・２４日 「冒険会議」から 
Ａ児・・・「クモを狙うと投げやすくなるかな？クモも作る？」「上

の穴だけだったら下投げができないから、下にも穴をあ
けよう？」とアイディアをだしていた。「良いアイディア
だね」と声をかけると嬉しそうな表情を見せた。 

B児・・・トンネルの中に入り、作業をしているが思い通りにいか
ないと、その場から離れてしまう。グループの友達と活
動を進めて欲しいという思いから「出入口にも、飾りつ
けをしてみたら？」と声をかけると興味を示し、装飾を
始めた。２回目以降。登園時に「今日も、トンネル作り
できる？」と聞いてくる。完成すると、動物の動きで試
す姿が見られた。 

C児・・・「困ったときは、いつでも聞いてね」と声をかけていたの
で、友達の様子を見ながら、本児なりにイメージしたこ
とを伝えながら、装飾にどんどん加えていた。 

     また。動きを試したりする姿も見られた。     

【変容】  
 １回目の冒険会議では、教師に援助を求める場面が見ら
れたが、２回目以降Ａ児のアイディアを取り入れながら、
的当て作りを進めていったことで、興味を示しグループの
友達と進めることができた。 
Ｂ児は、トンネルの中での、動き方を観察し動物に例え

ていったことで、動きにも興味を持ちはじめてきた。「今日
も、トンネル作りできる？」の質問は、期待感をもってい
た。 
 冒険会議が始まると、目をキラキラさているＣ児。動き
をイメージしていることは、興味を示したと考えられる。 

 友達の動きを真似

ながら新聞紙ボール

を落とすＣ児 

 転がすよりも、上

投げが遠くに飛ぶこ

とを発見したＡ児 

この跳び方ならでき

そうだ！と安心した

表情で友達の動きを

見ているＡ児 

動き方の説明の時に見

本を見せてくれるＢ児 
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 これまでの様子から３名とも興味・関心を示し取り組んでいた。実践前は、運動遊びに興味を示さ 

なかったり、できなかったりすると、すぐにあきらめてしまうことが多かった。しかし、興味・関心 

は何に向いているかを探り、援助の仕方を工夫する様にした。活動を通して多様な動きに興味を示し、  

実践の中での変容からも分かるように、これまでの活動の中での教師の援助は、抽出児にとって有効  

であったと考える。これからも、一人一人を理解し、援助をしていく。  

 ３ 検証保育Ⅱ 

 (1) 活動名 「運動すごろく」で遊ぼう 

 (2) ねらい 

   友達と力を合わせて、動きを工夫したり考えたりしながら体を動かす楽しさを味わう。 

 (3) 活動設定の理由 

     １回目の検証保育では、運動遊具や固定遊具を活用して多様な動きを経験する活動を取り入 

   れたことで、運動遊びに興味を示し、挑戦する子が増え、動きも洗練化された。しかし、幼児 

   同士が力を合わせて考える動きや、微細運動を経験させる点においては、課題を感じた。そこ 

   で、今回の検証保育では、子どもたちと一緒に「すごろく」を製作し、マスの内容に友達と協 

   力する動きや、思考をかき立てる動き等、教師の意図を含ませていくことで幼児なりに動きを 

   工夫したり、考えたりしながら遊びを進めることができるであろうと考え本活動を設定した。 

   ① 幼児の実態 

      冬休み明け、教師や友達との再会を喜び、冬休みの出来事を伝え合っている。戸外では、 

    ２学期に経験した運動遊びを継続して楽しんでおり、達成した満足感から教師や友達に伝え 

    る姿が見られる。室内では、こま回し、羽つき、かるた、すごろく等のお正月遊びを、体全 

    体を動かして友達と一緒に楽しんでいる。 

②  教材観 

      本活動は、おもに、健康の内容「（２）いろいろな遊びの中で十分に体を動かす。」環境 

    の内容「（８）身近な物や遊具に興味をもって関わり、自分なりに比べたり、関連付けたり 

    しながら考えたり、試したりして工夫して遊ぶ。」を組み合わせて構成している。 

      すごろく遊びは、ルールにそって活動することや、マスにチャレンジ項目を含ませていく 

 

【変容】 
 ３名とも決められた時間内は体を動かし
て遊ぶことができた。 
Ａ児は、苦手意識をもっていた動きにも挑戦し、体

を動かしていた。 
B児は友達の様子を見て笑ったり、動きを工夫した

りと楽しんでいた。 
Ｃ児は短縄や雲梯のとき「できないよ」

と不安な声を出すが、取り組む姿が見られ
るので挑戦する意欲が高まった。 

保育実践（本時） １１月２６日（木）「冒険へ行こう」から 
Ａ児・・・的当てでは、入るまで繰り返し挑戦している。苦手意識をも

っていた短縄にも挑戦している。挑戦する姿を認め励ましの
声をかけると何度も見せてくれた。雲梯では、イメージを膨
らませながら挑戦。振り返りの場面では雲梯への目標を発表
していた。 

B児・・・フラフープでは保育実践②で行った「転がす」の動きをして
いた。トンネルくぐりでは、友達のくぐる様子を見て声に出
して笑い、雲梯では障害物にあたらないように素早く進もう
友達に提案していた。 

C児・・・平均台で横歩きという動きを考え進んでいた。「新しい動き
だね」と声をかけると嬉しそうに笑顔を見せた。振り返りの
場面では、次は全部のコースを回りたいと意欲的な発言をし
ていた。 

 

友達の跳び方を 

見て挑戦するＡ児 

次回へ向け意欲的な

発言をするＣ児 

挑戦する前に目標

を決めているＢ児 
笑顔で挑戦するＢ児 
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    ことで多様な動きを経験したり、仲間との協力を通して体を動かして遊ぶ楽しさを実感する 

    ことができる活動であると考える。本時において構成するさまざまな遊びを通して、ルール 

    を守って友達と体を動かしたり、動きを工夫したりすることができるであろうと考える。 

   ③  指導観 

    ア 本活動において、様々な動きを経験させるために、すごろくのマスのチャレンジ項目に 

     は短縄、フープなどを使用しての全身を使った運動、新聞紙、風船など身近な素材を運ぶ

操作運動、デコレーションボール挟みやペグさしなどの手先を使う微細運動などを含めた

内容にしていく。 

     イ 本時では、幼児個々の特性を配慮した６グループを決め、すごろく遊びを進める中で友

達と協力したり、互いに動きを工夫したりすることを通して、様々な動きを体験させたい。

そのために、友達と力や知恵を出し合い、動きを楽しんでいる場面を捉えて、子どもたち

の姿を認めていきたい。また、繰り返し試したり、試行錯誤したりする姿を見逃さず、必

要に応じて援助することで楽しさや達成感が味わえるのではないかと考える。  

    ウ 活動後の振り返りでは、本時の活動での幼児の思いや工夫した動きを聞き、自分や友達

の様子を振り返り、自信へとつながる場、次の活動への期待を高める場にしていきたい。 

  (4) 保育計画 

 
月 日 
保育活動 

◎ねらい 
（場所） 

◇教師の援助☆環境構成 
〇幼児の姿●反省、課題 

１ 
 

1 月 19 日（火） 
身近な素材を使って遊ぼう 
・身近な素材を使って操作運
動を楽しむ。 

①新聞紙で風船運び 
・新聞紙を広げ、上に風船を
のせて風船を落とさないよ
うに運ぶ。 

②風船リフティング 
・グループで手をつないで、
円を作り、風船を落とさな
いように手や頭ではじく。 

③スプーンリレー 
・スプーンやおたまにのせた
ボールを運ぶ。 

 

◎友達と協力して動き
を工夫したり、協力
したりすることの楽
しさを知る。 

 

（遊戯室） 
◇動きの工夫や友達と協力
している動きが見られた
時は、周りの子にも知らせ
る。 

☆挑戦意欲がかき立てられ
るよう、大きさの違う素材
を用意する。 

☆安全面には十分配慮しな
がら、遊びが楽しめるよう
にする。 

〇何回も繰り返し遊んで
いたので、楽しさを感じ
ていたり、色々な動きを
試したりすることがで
きたと思われる。 

●遊戯室が狭かったため、
動きが制限され、のびの
びと動きを引き出すこ
とができなかった。 

●風船リフティングは、実
際お手本を見せてイメ
ージを持たせると、動き
をスムーズに出すこと
ができたと思われる。 

 
２ 

１月 2１日（木） 
生活に必要な物を使って遊ぼう 
・生活に必要な物を使って微
細運動・操作運動を楽しむ。 

①デコボールつかみ 
・サイズの違うお箸やトング
を使って、デコレーション
ボールを移動する。 

②洗濯ばさみマッチング 
・台紙に書かれた数字と同じ
洗濯ばさみをはさむ。 

③ペグさし 
・大小色分けされたペグ（ス
トロー）を穴の大きさや色
に合わせて差し込む。 

④紙コップタワー 
・タワーを作る。 

◎指先、手を使った細
やかな動きを楽し
む。 

 

（教室） 
◇経験差が出てくると思わ
れるので、苦手な子には、
そっとサポートする。 

◇うまくできた時の喜びを
認め、褒め自信につなげ
る。 

☆自分の力を試そう、挑戦し
ようとしている子を応援
できるような雰囲気を作
る。 

 
◇体のいろいろな部位と連
動するような手指の動き
ができるよう援助する。 

◇繰り返し挑戦する姿を褒
める。 

〇子どもたちから、動きを
引き出せたことは良か
った。 

〇活動中、立ち歩くことが
なかったこと、終了の合
図まで何回も繰り返し
遊んでいたことから興
味を持ったと思われる。 

●４種類ある教材のロー
テーションの仕方を、最
初できちんと組んでお
くべきであった。 

 

 
３ 

2 月 3 日（水） 
すごろく作り① 
・話し合い活動をする。 
・すごろく作りをする。 
 

◎グループで相談し
て、オリジナルすご
ろくを考え作ること
に期待を持つ。 

 

（教室） 
◇「オリジナルのすごろくを
作ろう！」と話し、期待感
を持たせる。 

☆チャレンジ項目のマスは
事前に用意する。 

◇互いにアイディアを出し
合えるよう、すごろくの設
計するイメージが浮かび
やすいように必要に応じ
てアドバイスをする。 

 

○すごろく遊びを楽しん
でいる子が多いので、自
分達ですごろくを作る
ことに興味を示してい
た。 

●お互いのイメージを共
有することができず、話
し合い活動が進まない
グループもあった。 
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４ 
・ 
５ 
 

２月４日（木）８日（月） 
すごろく作り②・③ 
・すごろく作りをする。 

◎友達と一緒に工夫し
たり、考えたりして
すごろくを作る楽し
さを味わう。 

（教室） 
◇手作りの良さを感じさせ
るために、絵を描いたり飾
り付けをしたりする。 

○必要に応じて、イメージ
を共有できるよう援助
したことで、すごろく作
りを進めることができ
ていた。 

 

６ 
 
 

２月１０日（水） 
すごろく作り④ 
・すごろくの置き場所や、チ
ャレンジ項目の場所を設置
し、試してみる。 

◎本時への活動に見通
しをもちながら遊び
を楽しむ。 

 

（体育館） 
◇試しに遊ぶことで、本時へ
の期待を高めたり、変更点
はないか確認したりする。 

◇ルールを守って遊ぶこと
ができるよう、遊び方の約
束を明示する。 

◇安全面に十分気を付ける。 

○どのように、すごろく遊
びを進めていくか期待
をもって、準備をしてい
る子が多かった。 

●限られた時間であった
ため、時間の調整をしっ
かりする必要がある。 

 
７ 

２月１６日（火） 
運動すごろくで遊ぼう！ 
・本時 

◎友達と力を合わせ
て、動きを工夫した
り考えたりしながら
体を動かす楽しさを
味わう。 

（体育館） 
◇ルールを守りながらゲー
ムが楽しめるようにする。 

◇安全面に十分気を付ける。 
◇一人一人の動きがきちん
とできているか見守る。 

◇運動遊びを基本としてい
ることを心掛け、良い動き
をしている子を他の子に
も知らせる。 

〇友達と力をあわせる動
きが出たり、動きを工夫
したり、考えたりする姿
が見られた。 

〇上手に動けるようにな
った全身運動には、何回
も繰り返し挑戦する姿
が見られた。できない子
も挑戦しようとする意
欲が見られた。 

   (5) 本時の展開 

   

指導案（本時の展開） 

令和 3 年 2 月 16 日（火）うるま市立具志川幼稚園 1 組 28 名（男児 13 名 女児 15 名）保育者 久高圭乃 

幼児の姿 
・いろいろな正月遊びに興味を持ち、繰り返し遊ぶことや、正月遊びをする中で友達とかかわることを楽
しんでいる。 

・園庭では、２学期に挑戦していた遊びに繰り返し取り組もうとする子の姿が見られる。 

ねらい ◎友達と力を合わせて、動きを工夫したり考えたりしながら体を動かす楽しさを味わう。 

活動仮説 
 すごろく遊びの場において、友達と協力しなければできない動きや、動作を工夫するような動きを取り
入れることで多様な動きを経験し、遊びながら体を動かす楽しさを味わうことができるであろう。  

時間 〇予想される幼児の活動 ☆環境構成 ◇教師の援助 🌼評価項目 

 
 

9:20 
 
 
 
 
 
 

9:30 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10:00 
 
 

10:20 

 

 

〇教師の話を聞く。 

〇すごろくのやり方を確認す
る。 

①さいころを振る。 

②こまを進める。 

③「チャレンジ」をする。 

 

〇運動遊びすごろくをする。 

※すごろくにある「チャレン
ジ項目」の主な内容 

・全身運動 

（短縄・フラフ―プ） 

・操作運動 

（新聞紙で風船運び・箱つみ・
紙コップタワー・スプーンリ
レー） 

・微細運動 

（ペグさし・洗濯ばさみマッ
チング・デコレーションボー
ルつかみ） 

〇楽しかったこと、工夫した
動き、難しかったこと等発
表する。 

〇片付けをする。 

☆チャレンジ項目で必要な物を事前に準備し
ておく。 

◇前時までの流れを振り返り、本時の活動に期
待がもてるようにする。 

◇楽しく「運動すごろく」ができるよう全体の
流れを把握する。 

◇一人一人の動きがきちんとできているか見
守る。 

☆チャレンジ項目は、読んですぐ理解ができる
ような文にしたり、イラストや写真を入れた
りする。 

☆遊びへの期待を高めるために、操作運動や微
細運動で使用する素材の大きさや形は、数種
類用意し、選択できるようにする。 

◇自信をもって活動できず戸惑っている子に
は、動きのポイントを伝える。 

◇安全面への注意を促しながら遊びを進めて
いく。 

◇運動遊びを基本としていることを心掛け、良
い動きをしている子を他の子にも知らせる。 

◇多様な動きがうまれるような言葉かけをす
る。 

◇幼児の工夫した動きや、頑張りを認め、自信
や意欲につながるようにする。 

◇動きを共有することができるよう、よい動き
をしているグループを全体の場で紹介する。 

 

 

🌼興味や関心をもって
教師の話を聞いてい
るか。 

 

 

🌼喜んで活動に参加し
ているか。 

 

 

🌼意欲的に体を動かし
ているか。 

 

 

🌼友達と一緒に動きを
考え、協力して体を動
かしているか。 

 

 

 

 

🌼次の活動に期待を持
たせることはできた
か。 

評価 
・友達と力を合わせて、動きを工夫したり、考えたりしながら遊びを進めることができたか。 
・自分達で作った運動遊びすごろくを楽しむことができたか。 
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(6) 環境構成 

 

体育館 

         

 

⑥紙コップタワー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①短縄 

②フラフープ 

⑨風船運び 

⑧スプーンリレー 

⑦箱つみ 

チャレンジ項目 
（基本動作の種類） 

☆環境構成のポイント ◇教師の援助 ❤動きの工夫（多様な動き） 

①短縄 

（跳ぶ） 

 

◇ペアで挑戦する時は、周りの動きを見てぶつからないよう声かけ
をする。 

◇跳べるようになった喜びに共感することで、達成感を味わうこと
ができるようにする。 

☆挑戦意欲がかき立てられるよう、回数の書いたクジを用意する。 
❤前跳び、後ろ跳びなど色々な跳び方ができるようにする。 

②フラフープ 

（歩く・立つ・振る・跳ぶ・ 

転がす） 

◇周りの動きを見てぶつからないよう声かけをする。 
◇回せるようになった子が増えているので、認める声かけをし、自
信につなげていく。 

☆挑戦意欲がかき立てられるよう、回数の書いたクジを用意する。 
❤腰だけでなく、手や足などで回せるようにする。 

③デコレーションボールつ
かみ 

☆大きさの違うデコレーションボールや、使用する道具もトングやお
箸を用意することで、興味が持てるようにする。 

④洗濯ばさみマッチング ☆海の生き物のイラストにしたり、木の実にしたりすることで数にも
興味を示すことができるようにする。 

⑤ペグさし ☆大きさの違う３種類のペグを用意することで、興味がもてるように

する。 

⑥紙コップタワー 

（持つ・支える・運ぶ・積む） 

◇知恵を出し合っている姿が見られた時は、 認めたり、褒めたりす
る。 

☆大小の紙コップを用意することで、チャレンジ意欲が引き出せるよ
うにする。 

⑦箱つみ 

（持つ・支える・運ぶ・積む） 

◇知恵を出し合っている姿が見られた時は、認めたり、褒めたりする。 

⑧スプーンリレー 

（歩く・走る・運ぶ） 

◇動きを工夫している姿が見られた時は認めたり、褒めたりする。ま
た、他の子に動き方を知らせる。 

☆スプーンや調理器具のお玉を用意することで、動きの工夫が引き出
せるようにする。 

⑨風船運び 

（歩く・走る・運ぶ） 

◇友達と力を出し合い、動きを楽しめるようにする。 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

す
ご
ろ
く
台
紙
（
６
グ
ル
ー
プ
） 

舞台 

※粗大・操作運動（①

②⑦⑧⑨）は体育館フ

ロアーを使いのびのび

と動けるようにし、微

細運動（③④⑤）は教

材を置く台を用意し動

きに集中できるように

する。 

⑤ぺぐさし 

③ボールつかみ 

 

④洗濯ばさみ 
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 ４ 仮説の検証（検証保育Ⅱ） 
   (1) 具体仮説２の検証 

 

 

 

 ① 興味や発達に応じた運動遊びや援助の工夫 

 ア 幼児が興味を持っている遊びの一つである「すごろく」を作り、マスの中に体を動かす 

  ことができるチャレンジ項目（粗大運動、操作運動、微細運動）を取り入れる。粗大運動 

  では、挑戦意欲がかき立てられるよう回数の書いたクジを用意し、操作運動では友達と考 

  えを出し合い、力を合わせる動きを経験できるようにし、微細運動では様々な手指の動き 

  に挑戦できるよう教材の内容を工夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    イ 運動遊びに消極的な幼児へは、動きを見せたり、励ましたりするなど、個々の発達に応

じた援助を行う。 

    ② 体を動かして遊ぶ楽しさを体得する 

ア 自分のペースで遊びに取り組んだことが自信となり、夢中になって繰り返し挑戦する姿

が見られ、「自分の力を出すおもしろさ」「友達と協力してできた喜び」「挑戦することの楽

しさ」などを味わう姿が見られた。振り返りの時間には「グループのみんなで風船運びを

して楽しかった」「スプーンを頭に乗せて進むことが楽しかった」等、楽しさを伝える場面

が見られた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 幼児の①興味や発達に応じた運動遊びを取り入れ、援助を工夫することで、どの子も②体を動 

かして遊ぶ楽しさを体得するであろう。 

どんなサイコロ

にしようかな？ 

すごろく製作 

私はスプー
ンを後ろに
して進んで
みよう！ 

友達と考えを出し合う動き 

上手にまわせるよ
うになったよ！ 

腕を曲げて 

進んでみるぞ 

発達に応じた微細運動や操作運動 

友達と力をあわせる動き 
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イ うまくできない動きがある子へは、動きを見せたり、友達の動きを真似るよう声をかけ

たり、挑戦できるように励ましたりするなど、個々の運動能力の発達に応じた援助を行う

ことで、挑戦しようとする姿が見られた。 

 

 

 
 
 
 
 
 

 (2) 学級全体の考察 

 教師の固定した発想にとらわれず、幼児の発想や思いをくみ取りながら環境を構成すること  

 は「おもしろそう、やってみたい」「できそうだ。やってみよう」という気持ちをもち、進んで  

 体を動かして遊ぶようになったと考えられる。 

 友達と一緒に遊ぶ場や力を合わせて動く場を構成したことで、友達と声をかけ合いながら、 

達成感や充実感を味わい、楽しさを共感しあうことが分かった。このことから幼児の実態に合

わせて、幼児と一緒に環境の構成をしていくことの重要性が伺える。  

 (3) 抽出児の考察 

    保育実践１・２（操作運動、操作運動に取り組む様子から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   保育実践本時（運動すごろくで遊ぼうから） 

  （Ａ児） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （Ｂ児） 

 

 

 

 

 

 

活動中の抽出児の様子  教師の援助・教師の思い 

「早くやってみたい！」と意欲
的な声が聞こえたので、その思
いに共感すると、活動中は笑顔

を見せ喜んで参加していた。 

 

手指を使った動きは興味を示し、意欲的に取
り組んでいたので頑張っている姿を認める声

かけをした。上手くできると「見て！でき
た」と言って嬉しそうに見せてくれた。 

 

友達の動きを見て真似る姿がよく見ら

れた。上手に動けていることを伝える
と、笑顔で活動に参加することができ
た。 

 

積極的に動いているＡ児。友達と考えを出し合ってい
る姿を認めるようにした。箱積みでは、グループの友

達に見守られたことで成功し、友達と喜びを共感する
ことができた。 

 

縄跳びを自信満々に跳んでい
る。「上手に跳べているよ！」
と声をかけると跳べる楽しさか

ら繰り返し跳んでみせた。 

 

【変容】 

できるようになった動き

が増えたことで自分の力を

発揮しながら活動に参加し

ていた。体を動かして遊ぶ

楽しさを感じることができ

た。 

小さい紙コップを集めて一人でタワーを作っていた
が、友達と協力する楽しさも味わってほしいと思い、

「黄色のカップはどうするのかな？」と声をかける
と、側にいた仲間が気付いて一緒に取り組み完成する
と喜ぶ姿が見られた。 
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  （Ｃ児） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体を動かして遊ぶことに対しての興味・関心に沿って共感的に関わったこと、学級の仲間と一緒に

体を動かす活動にしたことで苦手意識をもっていた運動遊びに対しても、この動きであればできそう

だという前向きな態度につながったとのではないかと考えられる。また、個の発達に応じた援助を行

うことにより、消極的だった抽出児も、友達の動きを見て真似たり、励まされたりして、不安や緊張

を感じることがなくなり、自分のペースで取り組むことができたと考えられる。  

動きのアイディアを出した時には、認める声かけをし、他の動きにも挑戦してみたいという意欲を

引き出すことができたと思われる。 

 以上のようなことから抽出児に対して、発達段階や興味・関心を重視した教師の援助や環境構成は

概ね有効であったと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまで短縄を置いて跳ぶ動きを繰り
返す姿が見られた。繰り返し遊ぶことは楽
しいと捉え、楽しむ姿を認め、共感してき
た。1 月後半、前跳びに興味を示したＢ児。
一緒に楽しむ場から、励まし合う場となり
うまく跳べるようになった時には紹介す
る場を作った。遊び込むことが動きを洗練
させ、滑らかな動きができるようになり、
できた喜びを味わう姿が見られた。できる
ようになったことで、Ｃ児に跳び方を教え
ている姿も見られた。 跳べるようになった前跳

びを見せてくれるＢ児 

短縄に挑戦中のＣ児に 
跳び方を教えてあげるＢ児 

風船運びでは風船を弾く楽しさに興味が向き場を離れ
ようとする行動が見られるが、友達の声かけで遊びに

戻り、一緒に参加することができた。 

 

フラフープは、腰で回す動きに挑
戦する姿が見られ、数を数えると
さらに挑戦する姿が見られた。 

 

【変容】 

体を動かす遊びに興味

を示しているので、得

手、不得手を予め把握し

できそうな動きから挑戦

できるようにした。友達

と動きを考える場面で

も、一緒に遊べるように

なった。 

２９回と書かれたクジを引き不安そうな表情を見

せたが、励ましの声をかけるとあきらめず挑戦す
る姿が見られた。 

微細運動では、手指を動かす
ことに集中している。頑張っ
ていることを認めると嬉しそ

うな表情を見せた。 

 

【変容】 

 共通の目的に向かって

友達と一緒に取り組むこ

とで、周りを気にせず本

児なりの動きがだせるよ

うになった。 
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   (4) 検証保育Ⅰ、Ⅱを通して幼児期の終わりまでに育ってほしい姿に視点をおいた考察 

幼児期の終わりまでに 

育ってほしい姿 
学びの姿 

①健康な心と体 
・自分の力を出し、体を動かす心地よさや達成感を味わう。 

・体を十分に動かして遊ぶ楽しさを味わう。 

②自立心 ・自分で考えて動き、意欲的に参加する。 

③協同性 

・友達と一緒にアイディアを出し合いながら考える。 

・友達の考えにも耳を傾け、いろいろな方法を試す。 

・友達と一緒にやり遂げた達成感を味わう。 

④道徳性・規範意識の芽生え 

・遊びの中で必要なルールを考えたり、作り直したりしながら遊ぶ。 

・友達が動いている時は、しっかり見たり応援したりする。 

・準備や片付け、順番を守る等、遊びを進めるためにルールを守る。 

⑤社会生活との関わり 
・友達に教えてもらったり、協力してもらった経験から、異年齢と

の活動でも手助けしたり、相手の話に耳を傾ける。 

⑥思考力の芽生え 
・自分の力に合わせた大きさや距離等を選んで遊ぶ。 

・目的に応じて素材を工夫して使う。 

⑦数量や図形、文字などへの

関心・感覚 

・縄跳び、フープ等自分ができるようになった回数を数えたり、比

べたりする。 

・遊びの表示を書いたり、読んだりする。 

⑧言葉による伝え合い 

・友達の頑張りを認めたり、応援したりする。 

・自分の思いを伝えたり、アイディアを出し合ったりしながら、友

達と一緒に活動を進める。 

⑨豊かな感性 

・できるようになったことや楽しかったこと等を友達に伝えようと

する。 

・イメージしたことを作ったり、動きで表したりする。 

このように、学びの育ちを確認するために、実践から見えてくる子どもの姿を「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」の９つを整理してみた。自然との関わり、生命尊重は本研究においては意識さ

れにくい項目だったと捉えられる。 

一つの活動から、いろいろな育ちの姿が見え、その時の姿が、次の活動につながったり広がったり

発展していくことが分かった。また、見えてきた育ちの姿から、何が獲得できたかを把握することで、

子ども一人一人の育ちを次の遊びにつないでいくことも大切だと考えられる。  

  (5) 保護者アンケートの結果と考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図５ 体力について               図６ 体の動きについて 

図５は体力について、図６は体の動きについての質問である。運動遊びを通して体力が向上した

か、体の動きがスムーズになったか２つの質問とも「思う」「どちらかというと思う」をあわせると

100％で全員に良い変化があったことが分かる。園での運動遊びが、幼児の発達に影響を与えている

と思われる。 

 
 
 
 

思う

45%

どちらかと

いうと思う

55%

どちらかという

と思わない

0%

思わない

0%

運動遊びをすることで、体の動きが

スムーズになったと思いますか

思う

40%

どちらかと

いうと思う

60%

どちらかという

と思わない

0%

思わない

0%

運動遊びをすることで、

体力が向上したと思いますか
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図７ 運動遊びの取り組みについて            図８ 運動遊びの種類について 

図７は運動遊びの取り組みについての質問である。全員ができるようになった運動遊びがあるこ

とが分かる。図８のできるようになった運動遊びの種類では、縄跳びが40％と多く、雲梯が30％、

鉄棒が25％である。検証保育Ⅰがきっかけとなり運動遊びに取り組む幼児が増え、できるようにな

った運動遊びを保護者に見せたり、親子での話題にしたりすることで、保護者も変容に気付くこと

ができたと思われる。 

 

 

 

 

 

 

  

 

図９ 普段の生活について           図10 普段の生活の変化について  

  図９は普段の生活についての質問である。運動遊びに取り組むことで、日常生活に変化のあった

幼児が85％いることが分かる。図10の普段の生活で変化があったことは、睡眠に関する変化が40％、

食事に関する変化が35％で生活習慣や食生活にも影響を与えることが分かる。また、園で体を動か

す遊びに取り組むことで、家庭でも戸外で遊んだり、園での取り組みを継続して体を動かして遊ん

だりしているということも分かる。 

 

Ⅶ 研究の成果、課題・対応策 

１ 成果 

(1) 幼児の興味・関心を捉えた環境構成と、幼児とともに遊びの場を作ったことで運動遊びへの 

意欲が高まり、遊びの内容が充実した。 

(2) 自分なりの方法で繰り返し遊ぶことができる時間、空間、物を工夫したことで多様な動きを 

獲得するとともに運動遊びの楽しさや充実感を味わわせることができた。 

(3) 幼児の遊びに対する興味・関心や苦手意識などを把握するとともに、幼児の動きを認め、励

ます言葉をかけたことで、自ら体を動かして遊ぼうとする態度や意欲につなげることができた。 

２ 課題・対応策 

(1) ５歳児クラスでの保育実践となったので、３年保育における各年齢の発達課題や動きの特性

についてさらに学びを深め、発達段階に応じた有効な運動遊びの保育実践を行っていく。 

(2) 主に個人の発達に視点をあてた研究となったので、個々の力で伸ばすこと、集団の中で伸ば

すことを整理し、運動遊びに限らず、さまざまな遊びの中で集団の発達をねらう活動を工夫し

ていく。 

  (3) 日々変化する子どもたちの遊びを広げるために、子どもたちが挑戦したい遊びや好奇心はど

こに向いているのかを学級全体と個々の姿から日々記録し、幼児の思いや興味・関心を読み取

る力をさらに高めていく。 

 

なんらかの

変化あり

85%

なし

15%

運動遊びに取り組むことで、お子さんの普段の

生活に何か変化はありましたか。

はい

100%

いいえ

0%

運動遊びに取り組むことで、

できるようになった運動遊びはありますか

25%

15%

40%

35%

20%

運動遊びの会話が増えた

家で練習するようになった

夜、すぐ眠るようになった

食事の量が増えた

戸外で遊ぶようになった

普段の生活で変化があったことは、どんなことですか。

（自由記載・複数回答可）

10%

40%

25%

20%

15%

30％

けんぱ

縄跳び

鉄棒

フープ

竹馬

雲梯

できるようになった運動遊びは何ですか。

（自由記載・複数回答可）
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